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令和３年度水に関する意識調査について 

 

１ 水に関する意識調査とは 

  本調査は，水道及び下水道を利用されているお客さまの利用状況や節水意識といった

水に関する意識や行動をはじめ，事業に対するニーズや認知度等を把握することを目的

に，平成 17 年度から令和 2年度までに計 7 回実施しているものです。 

平成 30 年３月に策定した中期経営プラン（2018-2022）において，市民の皆さまの声

をこれまで以上にタイムリーに把握・分析するために，これまで２～３年に１回実施し

てきた本調査について設問を絞って毎年度実施することとしています。 

令和３年度については，次期中期経営プラン検討への活用も踏まえた調査を実施いた

します。 

 

２ 今年度の調査 

   設問内容の見直し 

〇 全市的に行政事務の一層の簡素化，効率化のための見直しを求められていること

を踏まえ，設問項目を必要最小限のものとして見直しを図りました。 

〇 見直し時には，次期中期経営プラン検討に活用することを踏まえて，今後の経営

に関する事項については充実させる一方で，近年大きな変化が見られない設問項目

を削減しました。（資料５－３に詳細を記載しています。） 

 

   調査規模 

  ア 調査対象：京都市内に在住する満 20 歳以上の市民 5,000 名 

         （住民基本台帳データから無作為に抽出） 

  イ 設 問 数：21 問（令和２年度：20 問） 

  ウ 設問項目：40 問（令和２年度：80 問） 

 

   調査内容 

   資料５－２「令和３年度水に関する意識調査 調査票案」及び資料５－３「令和３

年度水に関する意識調査 参考資料」のとおりです。 

   なお，令和３年度の調査については事務作業の効率化と若年層の回答率向上を図る

ために，これまでの紙媒体での調査に加え，電子調査を試行的に実施いたします。 

 

  

資料５－１ 
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   設問の考え方 

   設問は，以下のア～ウの考え方に基づき設定しており，今年度調査の各設問がどの

考え方に属しているかについては，資料５－３で示しています。 

 

ア ビジョン・プランに掲げる取組や数値目標に関する設問 

・ 数値目標 「事業に対する総合満足度」，「飲料水の備蓄率」， 

        「窓口，電話対応のお客さま満足度」，「広報活動の認知度」 

イ 毎年の経年変化を把握する必要がある設問 

・ 水に関するライフスタイル（節水，飲用，備蓄など） 

・ 水道水について，安全・安心，サービス，料金，自由意見など 

ウ 次期中期経営プランの検討に活用する設問 

 ・ 現在の上下水道事業の経営に関する認知度 

 ・ 今後，本市で取り組むべき内容として意見を収集したいもの 

 

３ 今後のスケジュール（予定） 

時 期 事 項 

 ７月２７日 経営審議委員会への設問の提案，意見聴取 

 ８月中旬 設問案の確定 

 ９月上旬 調査実施に係る広報 

９月中旬 アンケート配布 

１０月中旬 アンケート回収期限 

１１月下旬 集計 

 ３月 調査結果分析，報告書作成 

 

４ 議論いただきたきたい内容 

 ○ 次期中期経営プランを検討していくことを踏まえて，市民の皆さまのニーズを把握

するために，修正や追加すべき設問や選択肢はないか。 

 ○ アンケートの対象者である市民の皆さまにとって，答えやすく，意見を反映しやす

いものとなっているか。 
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（参考）過年度の調査 

 当局では平成１７年度に水の使用に関する実態調査として「水に関するアンケート」

を実施し，その後，定期的に意識調査を実施してきました。 
 

  過去に実施した意識調査の結果 

実施年度 設問数 設問項目 回収率 

平成１７年度 ２０問 ３１問 ３９．８％ 

平成２２年度 ２５問 ４９問 ４１．９％ 

平成２５年度 ２７問 ６２問 ４１．９％ 

平成２７年度 ２９問 ６８問 ４４．３％ 

平成３０年度 ２４問 ６７問 ４１．１％ 

令和元年度 ２１問 ７２問 ４４．９％ 

令和２年度 ２０問 ８０問 ４６．２％ 

※ 平成１７～２７年度は５年ごとに総合調査を実施するとともに，平成２５年度に

は総合調査の中間年度として調査を行っていました。 

また，平成３０年度からは，中期経営プラン（2018～2022）に基づき，毎年度調

査を実施しています。 

【参考】中期経営プラン(2018-2022) 第２章－視点②－方針①－取組③ 

（抜粋） 

市民の皆さまの声をこれまで以上にタイムリーに把握・分析するため，

設問を絞った調査を毎年度実施するとともに，次期中期経営プラン検討の

ため，これまでの調査と同様の「総合調査」を２０２１年度に実施します。 
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※1「耐え子の日常」とのコラボ動画 

※3地下鉄車両ドアステッカー ※4検針時配布リーフレット 
※2下水道 PR ポスター 



9 

18  

 

 

 

 

 

19

 

 

 

20  

 

21  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                



設問設問項目 R2 R1 H30 H27 H25 H22 H17 設問設問項目 指標
経
年

検
討

見直しの方向性

Q1 家庭等の基本情報 Q0 統計に関する基礎情報
① 年齢 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ① 年齢 〇
② 性別 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ② 性別 〇
③ 住所 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ③ 住所 〇
④ 世帯人数 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ④ 世帯人数 〇
⑤ 家族構成 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
⑥ 住居の種類 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ⑤ 住居の種類 〇
⑦ 水道・下水道の状況 〇 〇 〇 〇
⑧ 水道の用途 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
⑨ 給水方式 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ⑥ 給水方式 〇
⑩ 水量・料金 〇 〇 〇 〇 〇 ⑦ 水量 〇

Q2 水に関するライフスタイル Q1 水に関するライフスタイル
① 洗濯回数 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
② 入浴回数 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ① 入浴回数（通常・夏季）(2項目) 〇
③ シャワー回数 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ② シャワー回数 〇
④ 手洗い・うがい 〇 ③ 手洗い・うがい 〇
⑤ 炊事回数 〇
⑥ 洗車回数 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
⑦ 散水回数 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
⑧ 水やり回数 〇 〇 〇 〇
⑨ コロナでの変化 〇 ④ コロナでの変化(3項目) 〇

Q3 節水の状況 Q2 節水の状況
① 節水の有無 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ① 節水の有無 〇
② 節水をしていない理由 〇 〇 〇 〇 ② 節水をしていない理由 〇

Q4 水の飲み方 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 Q3 水の飲み方 〇
Q5 飲料水の備蓄 Q4 飲料水の備蓄

① 備蓄の有無 〇 〇 〇 〇 〇 ① 備蓄の有無 〇
② 備蓄のきっかけ 〇 〇 ② 備蓄の必要性の認知 〇
③ 備蓄量 〇 〇 〇 ③ 備蓄量 〇
④ 備蓄していない理由 〇 〇 〇 〇 ④ 備蓄していない理由 〇

Q6 水道水の味 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 Q5 水道水の味 〇
Q7 水道水の水質の「安心感」 〇 〇 〇 〇 〇 〇 Q6 水道水の水質の「安心感」 〇
Q8 水道水の臭いや水質 Q7 水道水の臭い

① （臭い）塩素臭 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ① （臭い）塩素臭 〇
② （臭い）異臭 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ② （臭い）異臭 〇
③ （水質）受水タンク 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
④ （水質）琵琶湖 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
⑤ その他 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ⑤ その他 〇

Q9 上下水道事業の安心感 Q8 上下水道事業の安心感
① 水道の利用 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ① 水道の利用 〇
② 大雨の被害 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ② 大雨の被害 〇
③ 下水道管等の閉塞 〇 〇 〇 〇 〇 〇
④ 河川等の水環境 〇 〇 〇 〇 〇 〇
⑤ 老朽化，地震対策 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ③ 老朽化，地震対策 〇

「備蓄のきっかけ」については，備蓄の必要性をど
のように認知したかという質問へと変更する

水質については，琵琶湖や受水槽に起因するもの
であり，当局で対応ができないものであることから
削除する

より重要な設問項目に焦点を絞って安心感を聴取
することとして，項目数を削減する

R2調査

経年変化で違いの見られない項目や分析に活用
しにくい項目については回答者の負担となることか
ら削除する

近年，水需要の喚起として積極的に進めている
「入浴」については，通常期と夏季に分けて追加，
また，大きな経年変化が見られなかった「洗濯回
数」，「洗車回数」，「散水回数」，「水やり回数」につ
いて削除する

R3調査過年度調査の状況

資料５－３



設問設問項目 R2 R1 H30 H27 H25 H22 H17 設問設問項目 指標
経
年

検
討

見直しの方向性

R2調査 R3調査過年度調査の状況

Q10 水道・下水道事業への協力 〇 〇 〇 削除

実施事業を周知することが目的となっていることか
ら削除し，より当局で実施する内容に対するニーズ
を把握するためには，「今後取り組んで欲しいこと」
の設問項目を充実させて対応する。

Q11 お客さまサービスの満足度 Q9 お客さまサービスの満足度
① 窓口や電話の対応 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ① 窓口や電話の対応 〇
② 検針の対応 〇 〇 〇 〇 〇 〇
③ 水道使用の受付 〇 〇 〇 〇 〇 〇
④ 支払い方法 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ② 支払い方法 〇
⑤ 断水・濁水対応 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ③ 断水・濁水対応 〇
⑥ 理由 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ④ 理由 〇

Q12 今後取り組んで欲しいこと 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 Q10 水道料金について 〇
Q13 水道料金について Q11 独立採算制について 〇

① 独立採算制 〇 Q12 上下水道事業の経営について
② 料金への感想 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ① 水需要の減少の認知 〇
③ 老朽化施設の更新 〇 〇 〇 ② コロナでの減収の認知 〇

Q13 老朽化施設の更新について
① 更新需要の認知 〇
② 更新費用の必要性 〇

Q14 今後取り組むべき内容 〇
Q14 広報の認知頻度について Q15 広報の認知頻度 〇

① パンフレット 〇 〇 〇 〇 〇
② ポスター 〇 〇 〇 〇 〇
③ 検針時リーフレット 〇 〇 〇 〇 〇
④ 市バス，地下鉄広告 〇 〇 〇 〇 〇
⑤ 市民しんぶん 〇 〇 〇 〇 〇
⑥ ホームページ，SNS 〇 〇 〇 〇 〇
⑦ 動画広報 〇
⑧ 一般公開，出展ブース 〇 〇 〇 〇 〇
⑨ メディア 〇 〇 〇 〇 〇
⑩ その他 〇 〇 〇 〇 〇

Q15 イベント・ポスターの頻度 〇 〇 〇 〇 〇 Q16 イベント・ポスターの頻度 〇
Q16 広報活動への感想 〇 〇 Q17 広報活動への感想 〇

より重要な設問項目に焦点を絞って満足度を聴取
することとして，項目数を削減する

１つずつ認知度を確認するのではなく，複数の項
目の中から認知度を把握する方法へと変更。（７項
目）



設問設問項目 R2 R1 H30 H27 H25 H22 H17 設問設問項目 指標
経
年

検
討

見直しの方向性

R2調査 R3調査過年度調査の状況

Q17 上下水道事業の認知 Q18 上下水道事業の認知 〇
① 鳥羽一般公開 〇 〇 〇 〇 〇
② 蹴上一般公開 〇 〇 〇 〇 〇
③ 水キャンペーン 〇 〇 〇 〇 〇
④ ミスト事業 〇 〇 〇 〇 〇
⑤ 水飲みスポット 〇 〇 〇
⑥ 琵琶湖疏水通船 〇 〇 〇
⑦ 疏水日本遺産認定 〇
⑧ 施設見学会 〇 〇 〇 〇 〇
⑨ 疏水記念館 〇 〇 〇 〇
⑩ ふあれあいまつり 〇 〇 〇 〇 〇
⑪ マスコットキャラクター 〇 〇 〇 〇 〇

Q18 上下水道局の仕組みや取組
① ビジョンの策定 〇 〇 〇
② 備蓄の呼びかけ 〇 〇 〇
③ 貯留タンク，浸透ます 〇 〇 〇
④ ミネラルウォーターとの比較 〇 〇
⑤ 水道の安心・安全 〇 〇
⑥ エネルギーが少ない 〇 〇
⑦ みずみるネット 〇 〇
⑧ 緊急ダイヤル 〇 〇

Q19 知りたい情報・興味のある情報 Q19 知りたい情報・興味のある情報 〇
① 水道・下水道の情報 〇 〇 〇 〇
② 災害時の情報 〇 〇 〇 〇
③ 経営に関する情報 〇 〇 〇

Q20 水道・下水道の総合満足度 〇 〇 〇 〇 〇 〇 Q20 水道・下水道の総合満足度 〇
Q21 自由意見欄 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 Q21 自由意見欄 〇

3つの分類を1つにまとめるとともに，聴取したい項
目に絞ることとして，項目数を削減する（７項目）

１つずつ認知度を確認するのではなく，複数の項
目の中から認知度を把握する方法へと変更。（６項
目）


